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化学史学会 編

● 世界初の化学史専門事典．

● 理論・用語，物質，装置・器具，著作のほか，環境問
題を含む化学が関与した歴史的出来事も取り上げる．

● 国内外の化学企業や学術団体も数多く収録．

● カラー口絵に化学史の代表的な図・写真，巻末には年表，
文献一覧，詳細な索引を収める．

● 執筆陣は，国内外で活躍する歴史研究者 182名．

● 全 2079項目，大・中・小項目で記載．

● 化学者は国内外合わせ 1168名を収録．

編集委員会

序文より

特　長

　21世紀に入り，毎年発表されるノーベル賞受賞者一覧の中に日本の

化学者の名前を見つけるのが稀なことではなくなりました．今や日本

の科学技術力の高さは世界でも認められています．しかし，振り返っ

てみますと，この状況の起源は明治期の欧化政策による「西欧科学技

術の移植・導入」にあり，その歴史はまだ百数十年に過ぎません．こ

れに対して化学は，その起源に関してさまざまな議論があるものの，

少なくとも 400 年近くの歴史があります．したがって，私たちは自ら

の科学技術の伝統の浅さゆえに，化学や化学技術の歴史について知ら

ないことだらけの状況にあるのです．

　この現状を改善しようと試みたのが本事典です．科学技術史の事典

についてはわが国でもすでに数種類の本が刊行されていますが，化学

史（化学技術史も含みます）に特化した本事典は，「日本で」どころか，

「世界で」初めての試みです．

委員長　大野　誠

委　員　新井和孝　　 内田正夫　　 梶　雅範　　 亀山哲也　　 菊池好行

　　　   金城徳幸 　  河野俊哉　　 田中浩朗　　 古川　安　　 八耳俊文

　　　　吉田　晃　　 吉本秀之　　 和田正法　　 渡部智博
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化学教科書／『化学原論』／『化学哲学の新体系』／『錬金術集成』／『遠西医方
名物考補遺』／『遠西水質論』／『化学新書』／『厚生新編』／『七新薬』／『新訂
増補和蘭薬鏡』／『舎密開宗』／『舎密局必携』／『舎密便覧』／『製煉発蒙』／『兵
家須読舎密真源』／他

書　籍

アクゾノーベル社／ IG染料工業社／シンジェンタ社／ソルベー社／ダウ・ケ

ミカル社／DSM社／デュポン社／バイエル社／ BASF 社／旭化成／住友化学

／日産化学工業／三井化学／三菱ケミカルホールディングス／医化学派／化

学遺産財団／化学会（世界）／国際純正・応用化学連合／ルナー・ソサエティ／

大蔵省印刷局／大阪工業試験所／大阪舎密局／京都大学／金属材料研究所／

工業技術院／精煉・化学方／造幣局（造幣寮）／壮猶館舎密局／東京工業試験所

／東京大学／日本化学会／蕃書調所／理化学研究所／臨時窒素研究所／他

企業・組織

アルコールランプ／エレキテル／温度計／化学実験器具／化学天秤／カリ球
／気圧計／顕微鏡／シャーレ／吹管／たたら／分光器／ユージオメーター／
ランビキ

器　具

金／銀／水銀／水素／鉄／マグネシウム／ラジウム／希ガス／希土類元素／

放射性元素／アスピリン／アドレナリン／アルコール／医薬品／インジゴ／

漆／エーテル／核酸／苛性ソーダ／紙／火薬／合成ゴム／合成樹脂／合成繊

維／合成洗剤／合成染料／抗生物質／コークス／ゴム／砂糖／硝石／醬油／

食塩／食品添加物／石炭／石油／セメント／ダイナマイト／ニホニウム／他

元素・化学物質

アセチレン化学工業／アラビアの錬金術／アンモニア工業／異性体／エネル

ギー保存則／塩化ビニル工業／エントロピー／化学革命／化学教授職／化学

結合／化学史／化学実験室／化学親和力／化学的原子論／化学熱力学／化学

兵器／化学平衡／化学命名法／空気化学／原子量／元素／高分子化学／酸・

アルカリ工業／酸と塩基／実験哲学／質量作用の法則／写真／周期律／種子

の理論／蒸留／初期近代の錬金術／触媒／水質汚濁／製薬／石油化学／染色

／戦争と化学／ソーダ工業／大気汚染／定比例の法則／電池／ナノテクノロ

ジー／ニュートン主義化学／熱運動説／燃焼理論／パラケルスス主義／物理

化学／『ブリタニカ』と化学／フロギストン説／分子／分析化学／水俣病／

無機化学／冶金／薬害／有機化学／有機合成／溶液論／ヨーロッパの中世錬

金術／四元素説／蘭学／量子化学／ルブラン法／ロマン主義と化学／他

概　念

アヴォガドロ／アレニウス／インゴルド／ヴェーラー／ F. W. オストヴァル

ト／カローザース／ギトン・ド・モルヴォー／キャヴェンディッシュ／M. キュ

リー／ケクレ／ゲー・リュサック／コルベ／シェーレ／シュタウディンガー／

H. デイヴィ／パーキン／ハーバー／パラケルスス／ハラタマ／ファラデー／

ファン・ト・ホフ／ファン・ヘルモント／ H. E. フィッシャー／プリーストリ／

ブールハーヴェ／ブンゼン／ベルセリウス／ボイル／ポーリング／ポンペ／

メンデレーエフ／ラヴォワジエ／リービッヒ／ル・シャトリエ／赤堀四郎／池

田菊苗／宇田川榕菴／大河内正敏／小川正孝／川本幸民／喜多源逸／久原躬

弦／黒田チカ／櫻井錠二／桜田一郎／柴田承桂／下村脩／白川英樹／鈴木章

／鈴木梅太郎／高峰譲吉／田中耕一／長井長義／長与専斎／仁田勇／根岸英

一／野副鐵男／野依良治／福井謙一／眞島利行／宮沢賢治／湯浅年子／他

人　物

＊事典では五十音順に配列されます．項目例
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化学同人
書店印お問い合わせは

URL  http://www.kagakudojin.co.jp

〒600-8074  京都市下京区仏光寺通柳馬場西入ル
TEL  075-352-3373    FAX  075-351-8301
E-mail  eigyou＠kagakudojin.co.jp

化学および化学技術の歴史に係る自由な研究活動を通して相互の交流を深め
るとともに当該分野の普及を図ることを目的とする学術団体．化学史関係の
学会としては，イギリスに本部のある「錬金術・化学史学会」（1936 設立）
に次ぎ，アジアで唯一の団体．欧米に比べて日本の化学史研究が著しく遅れ
ていた 1970 年代，初代会長になる玉蟲文一は「伝統的な権威主義や啓蒙主
義からの離脱による自由な化学史愛好者の集いとし，化学の研究，教育に携
わる人々に化学史に対する関心を呼び覚ますこと」を目的に 1973（昭和 48）
年「化学史研究会」を発足させた．西洋化学の受容，化学史と化学教育，学
問の分化と統合化，化学および化学技術の社会史などがおもな課題であった．
成果は『化学史研究』に掲載された．この雑誌は 1982（昭和 57）年以降年
4回刊行され，学会誌としての体裁を整え，今日に至っている．1985（昭和
60）年には「化学史学会」と改称し，体制の拡充を図った．会員数は約 450
名で，当時が最大であった．会員の内訳は多い順に大学の研究者，高校の教員，
企業人，研究機関の研究者と続いた．各種研究会も発足した．「春の学校」で
はラヴォワジエ研究などについての最近の動向が報告され，「化学史サロン」
では日本の近代化学技術の発達について講演があり，その成果は『化学史研究』
で総説記事として掲載された．化学の古典書の復刻事業も行った．また，経
済産業省からは「化学技術の歴史に関する調査研究」を受託（1993-97）し，
伝統および近代化学技術の発展などの調査を行い，成果の一端を『20世紀の
日本の化学技術』として刊行した．2010（平成 22）年より日本化学会と連携し，
日本の化学および化学技術の分野で歴史的に貴重な資料を化学遺産として認
定する事業に取り組み，2017（平成 29）年で総計 43件を認定している．40
周年事業として国際化学史ワークショップの開催（2015），『化学史事典』
（2017）の刊行などを行った .　　　　　　　　　　　　　　　（本事典より）

化学史学会（かがくしがっかい）

［英］The Japanese Society for the History of Chemistry
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